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い
ま
、「
特
色
あ
る
教
育
」
が
実

践
さ
れ
て
い
る
自
治
体
へ
の
移
住

が
増
え
て
い
ま
す
。
小
諸
市
の
教

育
に
は
、
ど
ん
な
魅
力
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
様
々
な
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
「
給
食
・

食
育
」
だ
と
思
い
ま
す
。
栄
養
士

さ
ん
た
ち
が
工
夫
し
て
考
え
た
メ

ニ
ュ
ー
を
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
調
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
日
の
給
食
は
、
な
ん
だ
ろ
う
」

と
毎
日
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
多
い
ん
で
す
。

　
「
学
ぶ
こ
と
」
は
、
子
ど
も
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
豊
か
な
人
生

を
送
る
た
め
に
大
切
で
す
よ
ね
。

　
か
つ
て
、
大
先
輩
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
面
白
い
話
に
【
い
ま
何

時
？
】
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
80
歳
ま
で
生
き
る
と
し
て
、
い
ま

の
年
齢
を
１
日
の
24
時
間
に
当
て

は
め
て
み
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
20
歳
の
ひ
と
は
、【
朝
６

時
】。
成
人
し
て
も
、
実
は
そ
の
ひ

と
の
人
生
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り

な
ん
で
す
！ 

　
こ
の
話
は
、
一
生
の
基
礎
と
な

る
「
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
大

切
さ
」、
そ
し
て
「
そ
の
あ
と
の
人

生
に
は
本
当
に
多
く
の
時
間
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の

時
間
は
誰
に
も
平
等
に
与
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
」
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
常
に
色
々

な
夢
を
描
け
ま
す
し
、
可
能
性
に

あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

山
下
教
育
長
は
社
会
教
育
指
導

員
と
し
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
様
々

な
市
民
講
座
の
企
画
も
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
企
画
す
る
立
場
で
あ
り
な
が
ら

も
、「
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
が
こ

ん
な
に
も
あ
る
の
か
」
と
日
々
、
発

見
と
感
動
を
繰
り
返
す
、
大
変
に
刺

激
的
な
期
間
で
し
た
。

　
受
講
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

も
「
次
は
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
く

だ
さ
い
！
」「
覚
え
た
こ
と
を
地
域

の
み
ん
な
に
教
え
て
み
た
よ
」
と
、

常
に
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
教
育
は
人
生
そ
の
も
の

で
、
本
当
に
、「
学
び
に
は
終
わ
り

は
な
い
」
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

対 談
企 画

　

は
じ
め
に
、
山
下
教
育
長
の
経

歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
小
諸
生
ま
れ
の
小
諸
育
ち
で
、

坂
の
上
小
学
校
・
芦
原
中
学
校
で

学
び
、
教
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
水
明
小
学
校
や
東
小
学
校

に
赴
任
し
、
最
後
は
坂
の
上
小
学

校
で
定
年
退
職
い
た
し
ま
た
。

　

教
員
生
活
の
か
な
り
長
い
期
間

を
小
諸
で
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

　
14
年
く
ら
い
で
す
の
で
、
教
員

生
活
の
三
分
の
一
く
ら
い
が
小
諸

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
地
で
長
く
教
員
が
で
き

た
こ
と
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

小
諸
の
教
育
の
特
色
は
ど
ん
な

も
の
で
し
ょ
う
？

　
子
ど
も
た
ち
に
向
か
う
教
員
が

研
究
・
研
修
を
重
ね
、
高
め
合
う

と
い
う
文
化
は
小
諸
の
特
徴
で
す
。

「
梅
花
教
育
」
の
歴
史
が
、
今
こ
そ

教
員
に
根
づ
い
て
ほ
し
い
で
す
。

学
校
は
授
業
が
勝
負
で
す
か
ら
、

そ
の
た
め
の
支
援
を
し
っ
か
り
し

た
い
で
す
。

　
人
権
・
同
和
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
も
特
色
で
す
。

　

Ⅼ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
な
が
る
、
平
等

と
多
様
性
の
大
切
な
学
習
で
す
ね
。

「地域にとって、学校を身近な存在に」「地域にとって、学校を身近な存在に」

　
教
育
委
員
と
い
う
立
場
か
ら
、

非
常
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
学

校
間
の
連
絡
が
機
能
し
て
い
た
状

況
を
安
心
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

先
生
た
ち
の
指
導
の
も
と
、
教
育

現
場
で
の
感
染
対
策
も
し
っ
か
り

と
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

　
小
諸
市
で
は
、「
教
育
委
員
会
」

と
「
市
の
行
政
部
門
」
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
、
役
目
を

果
た
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
連
携

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
小
諸
市
学
校
教
育
審
議

会
の
答
申
を
受
け
て
、
小
中
学
校

の
再
編
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
説
明
し
、
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
く
予
定
で
す
。

山
下
教
育
長
の
経
歴
と

小
諸
市
の
教
育
の
特
色

小
諸
市
長

 
小
泉
俊
博

小
諸
市
教
育
委
員
会

教
育
長

 

山
下
千ち

づ

こ

鶴
子

魅
力
あ
る
「
教
育
」
で

選
ば
れ
る
ま
ち
に

「
好
奇
心
は
枯
れ
な
い」

生
涯
学
習
の
大
切
さ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
小
諸
市

の
教
育
現
場
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

　
こ
の
間
、
全
国
規
模
で
何
度
も

休
校
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
小

諸
市
で
は
休
校
に
入
る
前
に
数
日

の
猶
予
期
間
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
、
休
校
中
の
学
習
環
境
整
備

を
第
一
に
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

緊
急
を
要
す
る
場
面
で
あ
っ
た
こ

と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

必
要
な
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
息
子
も
小
学
生
の
頃
に
は

毎
日
お
か
わ
り
し
て
い
た
よ
う
で

す
し
、
小
諸
に
赴
任
し
た
先
生
た

ち
は
口
を
揃
え
て
、「
小
諸
の
給
食

は
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
美
味
し

い
の
？
」
と
い
う
ん
で
す
（
笑
）。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す

る
な
か
で
、
食
事
が
不
安
定
に
な

り
が
ち
な
家
庭
も
あ
り
ま
す
。「
１

日
３
食
の
内
で
、
し
っ
か
り
と
し

た
食
事
が
必
ず
１
回
提
供
さ
れ
る
」

と
い
う
環
境
は
、
重
要
な
子
育
て

支
援
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
「
お
い
し
い
小
諸
の
給
食
」

の
歴
史
を
つ
な
い
で
い
く
の
は
、

私
た
ち
の
責
任
で
す
ね
。

学校って、どうしても敷居が高いとおもわれがちです。学校って、どうしても敷居が高いとおもわれがちです。
本当は、もっと地域との関わりがあってもいい場所なのではないでしょうか。本当は、もっと地域との関わりがあってもいい場所なのではないでしょうか。

関わり合いのなかで、子どもたちのコミュニケーション力が育まれます。関わり合いのなかで、子どもたちのコミュニケーション力が育まれます。

小
泉
市
長
　
山
下
教
育
長

小
泉
市
長
　
山
下
教
育
長  
小
泉
市
長

小
泉
市
長
×
山
下
教
育
長

山
下
教
育
長      「
小
諸
市
の
教
育
」

【特集】

“選ばれるまち"となる「健幸都市こもろ（小諸版ウエルネス・シティ）」を実現し

ていくには、小諸市の教育が「健康で健全な教育」であることが不可欠です。

我 を々取り巻く環境は刻 と々変化しており、教育に寄せられる期待が大きくなって

います。それは教育の在り方が、市民一人ひとりの生き方や幸せに直結するととも

に、社会の発展の基礎をつくり、未来を決定する大変重要な問題だからです。

今回は、新たに小諸市教育長に就任された、山下千鶴子さんにお話を伺います。

市市市 教教教

市市教

市教教

教

市市教

市教

" おいしい給食 "は、小諸の魅力
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Aブロック

Bブロック

こ
だ
わ
り
の
給
食

　
献
立
は
引
き
続
き
、
市
の
栄
養
士
が
立

て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
き

た
「
天
然
の
だ
し
」「
塩
分
控
え
め
」「
地

元
産
食
材
」「
手
作
り
」
等
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

食
材
の
発
注

　
食
材
選
び
や
発
注
は
市
で
行
っ
て
い
ま

す
。
直
売
所
の
方
、
地
元
生
産
者
の
方
、

地
元
の
業
者
の
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
方
々
に
引
き
続
き
ご
協

力
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
園
で
の
調
理

セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
な
く
、
各
園
に
あ

る
調
理
室
で
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
温

か
い
物
は
温
か
く
、
冷
た
い
物
は
冷
た
く
、

で
き
た
て
の
給
食
を
食
べ
ら
れ
ま
す
。
　

　
給
食
を
作
っ
て
い
る
姿
が
見
え
、
お
い

し
い
そ
う
な
匂
い
も
し
て
き
ま
す
。
子
ど

も
達
の
五
感
を
刺
激
す
る
こ
と
が
、
食
育

の
面
で
と
て
も
大
切
で
す
。

こだわりはそのままに
～市立保育園 委託給食～

　小諸市立保育園では長年にわたり、子どもたちの体と心の成長のために、
安全でおいしい、こだわりの給食を自園調理で提供してきました。子どもた
ちに愛され、子どもたちを育ててきた「こだわりの給食」の継続を目的に、
令和 3年 4月から「給食調理業務」の民間委託を行っています。

地域性を考慮し、市内を A・B の２ブロック地域性を考慮し、市内を A・B の２ブロック
に分け、それぞれ「株式会社魚国総本社 名に分け、それぞれ「株式会社魚国総本社 名
古屋本部」「株式会社メフォス」に給食調理古屋本部」「株式会社メフォス」に給食調理
業務を委託しています。業務を委託しています。

給食委託のブロック図

充実した食育活動
　小諸市では委託開始前から、子ども達に「食べることに興味がもてて、食
べる事が好きになってほしい」と願い、様々な食育活動を行ってきました。
委託開始後もその願いは変わらず、受託された業者の方々も同じ気持ちです。
　新型コロナウイルス対策をしながら、受託業者の方々の食育のアイデアも
加わり、子ども達により幅広い体験をしてもらえています。

安全安心な給食
　「衛生面」「食物アレルギー対応」は、命にかかわるとても重要なことです。
受託された業者の方々のノウハウが加わることで、今まで以上に安全安心を
追求した給食の提供につながっています。

給食委託が始まり、
子どもたちにとってよかったこと

　市や保育園と受託された業者の方々とで連携し、これまでの給食へのこ
だわりを継続しながらも、子ども達にとって「委託になってよかった」と思
えることを増やしていけるよう努めます。
　また、市が定期的に業務評価を行い、受託業者の方々の業務実施状況を
確認していきます。

問　子ども育成課　子ども育成係

今後の給食委託について

地元農家や委託業者の皆さんと一
緒に、様々な素材・教材を用いな
がら、小諸市食育年間計画や各園
の保育のテーマ等に沿った食育活
動を行っています。

食育にチカラを入れています

コモロ
トピックス
その11 新新

南 城 森 の 保 育 園南 城 森 の 保 育 園

保育園保育園のの建設建設が進んでいますが進んでいます
　新保育園「南

みなみじょうもり
城森の保育園」は、令和 4 年度に開園します。現在、新園舎建設

工事を進めるとともに、市内公立保育園の主任保育士を中心とした新保育園プロ
ジェクト会議を立ち上げ、保育目標などを協議しています。
　また、統合される芦原・中央保育園の園児交流会（表紙）も定期的に開催し、
新保育園のスタートに向けた準備を進めています。

コモロ
トピックス
その２２ 病児・病後児保育施設病児・病後児保育施設ををご利用くださいご利用ください

　これまで小諸市の病児・病後児保育事業については、市外の病児・
病後児保育施設を利用する形態となっており、市内からのアクセス
の不便さが大きく影響し、利用実績が少ない状況になっていました。
　今年 8 月に、病児・病後児保育施設「こもろスマイル園」を、中
心市街地の「こもテラス」内に開園いたしました。このことで、ニー
ズの高い病児・病後児保育を、より多くの方が利用しやすいように
なりました。また、近接する二次救急医療を担う「浅間南麓こもろ
医療センター」と連携することで、緊急時の安全性も確保できるよ
うになっています。
利用には、事前登録が必要です

　現在では多くの方々が利用者登録をさ
れ、ご活用いただいています。今後の利用
を考えている方はもちろん、そうでない方
も、まずは事前登録をお願いします。

病気の治療中または回復期にあり、集団保
育が適当ではなく、かつ保護者の勤務等の
都合で家庭での保育ができない児童を、専
用の保育室で看護師等の専門スタッフが預
かるサービス。

病児・病後児保育とは…

「お米丸」とお米の紙芝居

新保育園の名称は、荻原有紀美さんの応募により決定しました。
施設・制度についてや事前登録はこちら　

施設名称は、瀧崎瑞貴さんの応募により決定しました。




